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 要  旨 
 
状態監視保全における最適保全方策に関する研究は数多くなされ、さまざまなモデル
が考案されている。その一つにPOMDP(Partially Observable Markov Decision Process：
部分的に観測可能なマルコフ決定過程)モデルがある。 
本研究に関連する従来研究として、Ohnishi et al.[1]においては、システムに対し行う
行動にKeep、Inspection、Replaceの3つを考え、その最適点検、交換問題が論じられて
いる。しかし[1]では保全として、新品に交換するという方策のみを考えており、劣化の少な
いものに対して修復し、また運用していくという修理については考えられていない。 
この点に注目しTamura[2]は、定期的にシステムの真の状態が観測 (判明)される、マル
コフ的劣化モデルに対して修理後の状態が確率的に推移する不確実な修理を導入し、
その最適保全について研究している。しかし、現実の修理問題において、システム内部の
状態が判明しえない場合もある。 
 そこで本研究では[1] と同様、POMDPモデルを基にしたシステムに対して、修理を考
え、 不確実性を持った修理方法を含めた最適な行動を検討し、その上で無限期間にお
ける総期待コストを最小化する最適保全方策について考え、またその性質と条件に関し
て考察する。 
本研究では美浜原発のモデル化に見るように、実際において為されていなかった、モニ
ターを使用しながら運用するという方策を含めた最適保全方策について検討した。さら
に、システムに対して、実際の修理に見られる効果のあいまいさとして修理確率行列を導
入し、新しい行動「検査+修理」を提案した。この行列により、検査後の「修理」「交換」をこ
の行列で統一的に表わすことが可能となる。 
また行動の評価関数として無限期間における総期待コストを考えた際、この関数の性
質が単調非減少関数であることを示した。 
この結果、最適保全方策の構造的性質は、状態確率を高々6つの領域に分割するコ
ントロールリミット方策によって与えられ、最適な行動は高々6領域の分割にて表される。 
さらに「検査+修理」においてはM通りの修理を考えた場合、最適な修理はシステムの真の
状態を高々M領域に分割する方策によって与えられた。 
これにより、状態確率に対して取り得る保全方策の数が限定され、計算機等を用いた
自動診断に基づく保全が可能となることが判明した。 
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